
 
 
 
 
 
  



 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

国立駅 

恋ヶ窪駅 

砂川用水 

中藤公園 

新町一丁目緑地 

日影山・姿見の池

周辺の樹林地 

国分寺市は、市内の半分以上
いじょう

に家やお店などが建
た

てられていますが、畑などの農地もたく

さん残
のこ

っています。とくに、北西部の戸倉、並木町、北町、西町、南部の西元町の地域
ち い き

な

どに多くあります。 

 

① 
 

市の面積のうち、農地

の 割 合 が 多摩
た ま

地域
ち い き

で 

3番目に高いんだ！ 

キボシカミキリ カブトムシ アブラハヤ タチツボスミレ 

ヤマサナエ 

農地 

①西恋ヶ窪
にしこいがくぼ

緑地
りょくち

（エックス山） ②姿見
すがたみ

の池 

知っていますか？国分寺市の自然
し ぜ ん

の豊
ゆた

かさ 
 



 

 
 

 
 
 
 

  
 
 

 

 

 

  

国分寺駅 

 ２ 

果樹園等
農地
樹林地
公園
水面（池）
野川・用水
湧水

西国分寺駅 

野川 

大池 

窪東公園 

恋ヶ窪緑地 

都立殿ヶ谷
戸庭園 

けやき公園 

黒鐘公園 

恋ヶ窪用水路 
周辺緑地 

小林理化学 
研究所の樹林地 

東京経済大学
の樹林地 

国分寺市を歩いていて「坂が多いな」と感じたことはありませんか？それは「国分寺
こくぶんじ

崖
がい

線
せん

」

と呼
よ

ばれる、昔の多摩川の水が土をけずってできた地形があるからです。この崖線の周
まわ

り

には緑や湧水
ゆうすい

など、たくさんの自然
し ぜ ん

が残っています。 

② 

④ 

⑤ 
③ 

 
野川を流れる水は、 

国分寺崖線からの湧水

が 源
みなもと

なんだって！ 

市の鳥 市の花 市の木 

サワガニ カワセミ サツキ 

ケヤキ 

③野川
の が わ

 

④都立
と り つ

武蔵
む さ し

国分寺公園 ⑤お鷹
たか

の道・真
ま

姿
すがた

の池湧水群
ゆうすいぐん

 



 

  

わたしたちのくらしに欠
か

かせない「生物
せいぶつ

多様性
た よ う せ い

」 

 ３ 

「生物多様性」とは、いろいろな「個性
こ せ い

」を持つ生きものたちが、さまざまな環境でおたが

いの個性をいかしながら「つながり合っている」ことを言います。 

地球に命が生まれてから40億
おく

年という長い時間の中で、約
やく

3,000万種類
しゅるい

とも言われる生き

ものが生まれてきました。これらの生きものたちは、森や川、草原、湿地
し っ ち

、海などいろいろ

な場所でくらしていて、「食べる・食べられる」の関係
かんけい

など、おたがいに複雑
ふくざつ

に関
かか

わりあっ

て生きています。 

生きものの命を支
ささ

え

る土台をつくってい

る。 
 

植物が酸素
さ ん そ

をつくる 

水の循環
じゅんかん

 

洋服の材料
ざいりょう

、食べもの、家の材料など、衣食住
いしょくじゅう

のも

とになっている。 

食べもの 洋服（せんい、染物
そめもの

） 木材
もくざい

 

地域の文化
ぶ ん か

の源となっている。心を安らげてくれる。 

お祭りなどの行事
ぎょうじ

（豊作
ほうさく

祈願
き が ん

など） 自然が安らぎを与えてくれる 

大雨や強風による被害
ひ が い

から守ってくれている。安全

な飲み水をつくってくれている。 

雨水をたくわえる 水をきれいにする 

花粉
か ふ ん

を運ぶ 

生物多様性ってなんだろう？ 

生物多様性はわたしたちの生活を支
ささ

えている 

自然
し ぜ ん

のめぐみの例
れい

 

土砂
ど し ゃ

が崩
くず

れるのを防
ふせ

ぐ 



 
 

樹
じゅ

林地
り ん ち

の開発 

人が家や道をつくるために、森や畑をな

くしてしまうと、生きものたちの住む場

所がなくなってしまいます。 

樹林地の林
りん

床
しょう

をおおう 

 

 

畑や林などは、人の手が入らなくなる

と、草におおわれてしまうなど、生きも

のが住めなくなることがあります。 

 

ホンセイインコ 

人がほかの地域から連
つ

れてきた生きも

のが、元から住んでいた生きものを食べ

たり、住む場所を奪
うば

ったりしています。 

地球
ちきゅう

環境
かんきょう

の変化
へ ん か

による危機 

白化したサンゴ 礁
しょう

 

©波利井佐紀氏（琉球大学
熱帯生物圏研究センター） 

人の活動によって気候
き こ う

が変
か

わり、元から

住んでいた生きものが住めない・住みづ

らい環境になっています。 

 

生きものが絶滅してしまうスピードはかなり早くな

っているんだって！これ以上ひどくならないために、

どうすればいいんだろう？ 

 ４ 

開発
かいはつ

など人間活動による危機 

アズマネザサ 
 

いま、世界ではたくさんの生きものが絶滅
ぜつめつ

の危機にさらされています。その原因
げんいん

のほと

んどがわたしたち人間の活動によるものだと言われています。生物多様性が 失
うしな

われる大

きな原因は４つに分けられ、「４つの危機」と呼ばれています。 

生物多様性が危
あぶ

ない！ 

～生物多様性を脅
おびや

かす４つの危機
き き

～ 

４つの危機 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

樹林地や木々
き ぎ

を移動 

花粉を運ぶ 

草花を移動 

河川
か せ ん

を移動 

緑地を移動 

出典：  
「土地利用現況調査」をもとに作成 

果樹園等
農地
樹林地
公園
水面（池）
野川・用水
湧水
街路樹

広域的な水の軸
（野川）
広域的な緑の軸
（国分寺崖線、
都市計画道路
国３・２・８号線
の環境施設帯）

緑と水のネットワークとは  
身近な緑のつながりや、野川、国分寺崖線

などの広い範囲
は ん い

の緑と水のつながりのこ

とです。 

多くの生きものは、緑と水のある場所に住

んでいて、食べものを探
さが

したり、子どもを

産
う

むために移動します。 

なぜ必要
ひつよう

なの  

人の活動などにより、緑と水がある場所が

減
へ

り、生きものの住む場所が少なくなって

います。緑と水のネットワークをつくるこ

とで、生きものが行き来できるようにな

り、生物多様性のつながりが強くなりま

す。 

 ５ 

 
“緑と水のネットワーク“を

つくるために、何をしたらい

いんだろう？ 

道路 

街路樹
がい ろ じ ゅ

 

公園や農地 
民間
みんかん

・公共
こうきょう

施設
し せ つ

、住宅
じゅうたく

 

屋上
おくじょう

緑化
りょくか

 生け垣
い け が き

プランター 

湧水・用水・野川 

国分寺崖線 

 

身近な緑や水が生きものをつなぐ 

 

 生きものが住みやすくなって

います。 

 みんなで協力して、楽しみなが

ら緑が守られ、自然や生きもの

とふれあえる場所になってい

ます。 

 

 その地域に昔から生きてい

る植物がたてものの周りに

植えられるなど、生きものの

住む場所についても考えら

れたまちになっています。 

 

 まちなかの木々や畑などが守られています。 

 庭やベランダ、公園などのまちなかの緑が 

増
ふ

え、生きものの住む場所が広がっていま

す。 

緑と水のネットワークのイメージ 国分寺市は、生物多様性を守り、いかすために

「国分寺市生物多様性地域
ち い き

戦 略
せんりゃく

」を作成
さくせい

しま

した。その中で、「人と生きものがともに生き

るまち」を目指すことを決めました。これを

実現
じつげん

するために、右図のように、生きものたち

がまちの中を移動
い ど う

できる「緑と水のネットワー

ク」をつくることが必要
ひつよう

です。 

緑のネットワーク 
（広域的

こ う い き て き

な緑
みどり

の軸
じ く

） 

水のネットワーク 
（広域的な水の軸） 

人と生きものがともに生きるまちを目指して 

家が多いところ 

将 来 の  イ メ ー ジ  

国分寺崖線とその周辺の緑が多いところ 
将 来 の  イ メ ー ジ  

人やお店が多いところ 

将 来 の  イ メ ー ジ  

 6 

生きものの生息・生育拠点 

となるまとまった緑 
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市内唯一
ゆいいつ

の河川。市内に水源
すいげん

を持ち、

世田谷区
せ た が や く

方面
ほうめん

に流れて多摩
た ま

川
がわ

に合
ごう

流
りゅう

してい

ます。 

水中の生きものが移動するための大切な場

所になっています。 

伝鎌倉
でんかまくら

街道
かいどう

 

残っていて、鳥や虫など生きものが移動する

ための大切な場所になっています。 

また、崖線の下では、地下水が湧
わ

き出ている

場所がいくつも見られ、その湧水が集まって

野川に流れています。 

昔の多摩川が武蔵野
む さ し の

台地
だ い ち

をけずり取ってできた河岸
か が ん

段 丘
だんきゅう

。国分寺崖線は立川

市から大田
お お た

区まで続
つづ

いています。緑が多く 

 

野川や国分寺崖線ってどこで

見られるんだろう、実際
じっさい

に行っ

てみよう！ 

緑と水のネットワークをつくるために大切なこと  

国分寺市内の緑と水のネットワーク  

～水のネットワーク～  

～緑のネットワーク～  

野川（のがわ）  

国分寺崖線（こくぶんじがいせん）  
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木の葉っぱのうらや、落ち葉のうらをのぞいて

みよう。チョウの 卵
たまご

や幼 虫
ようちゅう

、ダンゴムシとい

った虫の仲間
な か ま

など、生きものが見られます。 

いつも歩いている道で耳をすましてみよう。鳥は

種類や季節
き せ つ

によって鳴
な

き声がちがいます。たとえ

ば、カラスは種類によって「カーカー」や「ガァー

ガァー」と鳴きます。また同じ鳥でも、春に鳴き

方が変わったりします。 

近くにある木の幹
みき

をよく見てみよう。コケや小

さな虫たちが見られます。コケは木の種類や日

当たりによって生
は

える種類がちがいます。さら

によく見ると、木の皮やコケに隠
かく

れている小さ

な虫を見つけることができます。 

水辺でよく見かけるアメンボ。その名前の由来
ゆ ら い

は

「飴
あめ

のようなにおいを出す」ことにあります。顔を

近づけてにおいをかぐと、かすかに甘
あま

い香
かお

りがしま

す。 

国分寺市で１年を通してよくみられる鳥です。 

名前のとおり尾
お

が長く、羽と尾の淡
あわ

い青色が特 徴
とくちょう

です。きれいな見た目ですがカラスの仲間で、鳴き

声は「ギューイギューイ」ととても激
はげ

しいです。

関西
かんさい

から西側
がわ

ではめずらしく、めったに見られま

せん。 

いつも通る道、いつも遊ぶ公園の木や水辺
み ず べ

、また、畑でも生きものを見つける

ことができます。実際
じっさい

に探しに出かけてみよう。 

 

生きものを見つけ

られると、自然を

身近に感じられる

ね！ 

身のまわりの生きものたち  
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家の庭などに生きものが 訪
おとず

れやすい場

所をつくることで、緑と水のネットワー

クが広がります。 

このネットワークにより、チョウやバッ

タなどの昆虫類
こんちゅうるい

、ニホンカナヘビなど

のは虫 類
ちゅうるい

、シジュウカラなどの鳥 類
ちょうるい

が 

訪れるかもしれません。 

草や木には、それを食べる生きものたちが集まります。 

石を置
お

くことで、ダンゴム

シ や ニ ホ ン カ ナ ヘ ビ の

隠れ家
か く れ が

となります。いくつ

か置いてみよう。 

落ち葉を集めておくと、そ

れ を 分解
ぶんかい

す る 微生物
びせいぶつ

が  

集まり、微生物を食べる小

さな生きものが増えます。 

周りより少し高いところに

水を張
は

ったお皿を準備
じゅんび

して

みよう。スズメやシジュウカ

ラ、カワラヒワなどの小鳥の

水浴
あ

びの場になります。 

ナツグミ ウメモドキ 
カタバミ 

チガヤ 

スイバ 

生きものがやってくる場所づくり  

おうちを緑と水のネットワークの一部にしよう 

草や木のタネを植
う

えてみよう 

そのほかの生きものの居場所
い ば し ょ

を作るコツ  

ショウリョウ 
バッタ 二ホンカナヘビ メジロ 
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鉢
はち

や水そうに水草や植物、水をいれてビ

オトープをつくると、トンボが卵を産み

にやってくるかもしれません。 

トンボが好
この

みそうな環境をつくってみ

よう。 

国分寺市内の農家が生産
せいさん

・販売
はんばい

する

農畜
のうちく

産物
さんぶつ

は「こくベジ」として親しま

れています。 

家の庭やベランダで野菜を育てて、

自分だけの野菜をつくってみよう。 

野菜にはその野菜を好物
こうぶつ

とするチョ

ウなどの昆虫が訪れます。 

庭やベランダでミニビオトープをつくろう 

おうちで野菜づくり 

もっと知りたい方はこちらから  

国分寺市生物多様性地域戦略は、第三次国分寺市環境基本計画の「戦 略
せんりゃく

２」としてくわ

しく書いています。 

 

緑・水・生きもの・多様なつながり 
人と自然の共生の歴史を未来へ引き継ぐまち 

ヤマサナエ メダカ 
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